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都市再生整備計画の目標及び計画期間

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

万人/年 平成16年度 平成23年度

時間/人 平成16年度 平成23年度

円/人 平成16年度 平成23年度

万人/年 平成17年度 平成23年度

万人/年 平成16年度 平成23年度

台 平成17年度 平成22年度

人/日 平成14年度 平成23年度

110 ha

指　　標 定　　義

大目標：道路と鉄道、道路と舟運の交通結節点の機能や、都市と農村の交流機能を持った個性豊かなにぎわいの場の創造から、中心市街地への交流人口の拡大を図り、都市再生を目指す。
　目標1：魅力ある豊かな地域資源を活かし、首都圏を対象とした水辺と交通の結節点を市の玄関口として、また、都市と農村の交流拠点を整備し、中心市街地全体の活性化を図る。
　目標2：北総の中心都市として駅周辺の機能を改善し訪れやすく、また、市民や来街者の買い物や生活サービスの場としての利便性と景観の向上を図る。
　目標3：まちを訪れる人や市民が、快適に滞在し過ごせるよう施設整備を推進し交流人口の拡大を図る。

・香取市（旧佐原市）は古くから香取郡の中心に位置し広範な範囲から人が集まり、香取郡地域の核都市として機能してきたが、昭和44年に計画決定された都市計画道路は主に外環部分の整備にとどまり、同じく決定された駅前広場も手付かずの状況で
モータリゼーションに対する対応が遅れている。一方、成田市をはじめとした周辺地域に大規模な開発や商業核が近年形成されたため、中心都市としての位置が急速に低下しつつある。
・このような中、歴史のある北総の水郷都市として、豊かな水辺環境と由緒ある歴史的建造物群に恵まれた旧佐原市は、関東で貴重な伝統的建造物群を有する町という優位性を持っており、それらまちの資源を活かした中心市街地活性化基本計画を平
成12年度に策定し、現在計画に基づき、交流人口の拡大に向けたまちづくりを展開し活性化を図っている。
・平成13年度にはＴＭＯ構想が策定され、その実践組織として地域住民によるまちおこし会社が設立され、舟運が展開されている。
・平成16年4月に全国に先駆けて都市再生本部により「全国都市再生イン佐原」が、歴史的な情緒ある水辺を活かした観光まちづくりとして開催された。
・まち歩き観光を主体とした交流人口の拡大を図るには、外環道路整備による街中への通過交通の削減と、休憩施設や質の高い歩行空間の整備が求められている。また、平成18年3月27日には隣接3町と合併し人口約9万人の香取市となる。
・ＪＲ佐原駅周辺は、駅舎や駅前広場等一体的な整備がされず、また、駐輪場の不足から放置自転車が歩道まであふれるなど、まちの玄関口として来訪者へのイメージ悪化を招いていることから、駅利用者の利便性の向上も含め対策が急がれている。
・佐原駅北口に不要となったJR用地があり、現在買収協議が進められている。
・伝統的建造物群保存地区では、現在電線地中化や町並みの修理修景を盛り込んだ街なみ環境整備事業が展開されている。
・現在、佐原本宿耕地地区では国県市が協同して事業を展開している。国においては高規格堤防整備事業、河川防災ステーション整備事業、水辺交流施設整備事業(情報施設)、佐原湊整備事業、湿地再生整備事業などが進められている。県において
は国道356号の4車線拡幅整備事業が進められている。市では地域交流施設整備と水辺交流施設整備事業(利用施設)が進められている。
・国と市の事業については、現在ＰＦＩ事業で可能なものは、ＰＦＩ事業で実現化を図るべく協働して進めている。

都道府県名 千葉県 市町村名

22

51.7

広域交流拠点施設利用者数 広域交流拠点施設を利用した人数 全面道路の交通量等からの推計値を目標値とする。 820

舟運利用者数 舟運を利用した人数
事業を継続していくには5万人程度の利用客が必要としているので、その数を目
標とする。

・車利用の来訪者を舟運を以て中心市街地へ誘導する交通の結節点が必要である。
・都市と農村の交流の場を整備し、交流人口の拡大を図る必要がある。
・佐原駅は大正時代に建設され老朽化しており、その利便性も低いことから、市の玄関口として、また、観光交流施設として一体的整備し、放置自転車を解消し利用者の利便性の向上を図る必要がある。
・佐原駅と佐原本宿耕地地区や小野川周辺との連携を図ることから、その導線の誘導を図る必要がある。
・佐原駅と集客拠点である伝統的建造物群保存地区を結ぶエリアに来街者への情報発信機能や市民との交流機能を持った拠点が不足している。

・佐原市新総合計画で佐原本宿耕地地区は、新たな玄関口と位置付け広域観光商業の拠点として面的基盤整備、交流機能の導入整備等を展開する地区として位置づけられ、新市建設計画の中では、「広域交流拠点整備事業」として主要事業に位置づ
けられている。
・地域の生産者を組織化し、広域交流拠点での地域情報の発信や、イベントの開催による都市と農村住民との交流から交流人口の拡大を図っていく。
・駅舎と周辺は市の玄関口として、中心市街地活性化基本計画の中で周辺整備の促進が位置づけられ、また、新市建設計画の中で「ＪＲ佐原駅周辺地区再生事業」として主要事業に位置づけられている。
・小野川周辺は、中心市街地活性化基本計画の中で町並み観光の拠点として位置づけられ、また、新市建設計画では、「歴史的町並み整備事業」として位置づけられている。

目標値

44小野川周辺の来街者数 小野川周辺の来街者数をアンケート調査などから推計
まち歩き観光を中心市街地活性化とした来街者を伝統的建造物群のエリアの広さ
や居住人口、来街者の滞留時間を考慮し20％アップを目指す。 35.7

最終的には10台程度の放置自転車が発生すると思える。 240

来街者の滞在時間
来街者の中心市街地の滞在時間をアンケート調査などから
推計

来街者の滞在時間を延長させることは、消費の拡大につながり地域の活性化とな
る。施設整備とソフトを併せて展開することにより、現在の滞在時間の20％以上の
増加を目指す。
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来街者の消費額

1,200JR佐原駅利用者数 ＪＲ佐原駅の定期以外の利用者数
利便性の向上により観光客等の鉄道からのアクセスの増加が期待される。来街
者の目標を考慮し、定期以外の利用者で20％以上の増加を目標とする。 1,100

計画期間 交付期間

10放置自転車数 放置自転車の台数

3.5

来街者の滞在時間を延長させることは、消費の拡大につながり地域の活性化とな
る。施設整備とソフトを併せて展開することにより、現在の消費額の20％以上の増
加を目指す。

6,300 7,600

目標と指標及び目標値の関連性 従前値

4.2

来街者の滞在時間をアンケート調査などから推計



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針3（佐原本宿耕地地区に多機能な交流拠点を整備し、交流人口の拡大を図る。）
・都市と農村の交流の場、道路と舟運の交通の結節点や水辺利用施設を整備し交流人口を拡大し中心市街地へ誘導する。
・道路利用者への休憩施設を整備し、交通安全の向上に寄与する。
・水辺利用施設を整備し、水面利用者の利便性を向上する。
・施設整備から運営まで、できる限り国の事業と協力の下、ＰＦＩ事業で実施し効率的かつ効果的な事業展開を図る。
・広域交流拠点整備事業をＰＦＩ事業で国と協働して実施するにあたり必要な調査を行い事業の推進を図る。

佐原広域交流拠点整備事業【基幹事業：高次都市施設】
佐原広域交流拠点上下水道事業【提案事業：地域創造支援事業】
広域交流拠点事業推進調査【提案事業：事業活用調査】
オープニングイベント 【民（ＰＦＩ事業者）：関連事業】
高規格堤防整備事業【国：関連事業】
河川防災ステーション整備事業【国：関連事業】
佐原広域交流拠点整備事業【国：関連事業】
国道356号改築事業【県：関連事業】
小野川水上循環バス運行事業【市：関連事業】

○継続的なまちづくり活動
・ＴＭＯやまちおこし会社等を支援し、地域と一体となったまちづくりに努めていく。
・舟運と伝統的町並みと水辺空間を活用した観光地としての魅力を高めるため、関係する団体を支援し、ホスピタリティ高い受け皿を育成し、首都圏はもとより外国人観光客も視野に入れた交流人口の拡大に努めていく。
・地域の農業者や製造小売業者による組合等組織を立ち上げ、広域交流拠点施設を中心に市民や来訪者への直販や地元産品のＰＲ等を、イベントなどを展開しながら地域と協働で展開し活性化に努めていく。

方針に合致する主要な事業
整備方針1（佐原駅と駅周辺を市の玄関口としての機能を高める）
・佐原駅の利便性向上と観光交流機能を改善し、利用者にとって利用しやすい拠点とする。

佐原駅北口駐輪場整備事業【基幹事業：地域生活基盤施設】
佐原駅南口駐輪場整備事業【基幹事業：地域生活基盤施設】
佐原駅舎整備事業【提案事業：地域創造支援事業】
佐原駅観光交流センター整備事業【基幹事業：高次都市施設】

整備方針2（来街者等が快適に過ごせる空間とする）
・中心市街地活性化の拠点である佐原駅周辺と小野川周辺を結ぶ導線の連携を図る。

東関戸踏み切り整備事業【市：関連事業】
街なみ環境整備事業【市：関連事業】
賑わい空間創出事業【提案事業：地域創造支援事業】
交流施設整備調査事業【提案事業：まちづくり活動推進事業】
交流人口等調査事業【提案事業：事業活用調査】
まちの賑わい創出事業【提案事業：まちづくり活動推進事業】



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路

公園

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 佐原駅北口駐輪場整備事業・佐原駅南口駐輪場整備 香取市 直 1,474㎡ 18 21 18 21 100 100 100 100

高質空間形成施設

高次都市施設 香取市 直 ー 18 22 18 22 1,164 269 269 269

既存建造物活用事業

都市再生交通拠点整備事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

人にやさしいまちづくり事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 1,264 369 369 369 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
香取市・JR 直 464㎡ 18 22 19 22 464 464 378 378

香取市 直 - 20 22 20 22 2 2 2 2

香取市 直 19 21 19 21 62 62 62 62

香取市 直 - 18 22 18 22 5 5 5 5

香取市 直 - 18 21 18 21 21 21 21 21

香取市 直 - 19 22 19 22 6 6 6 6

香取市 直 - 19 21 19 21 10 10 10 10

合計 570 570 484 484 …B
合計(A+B) 853

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
香取市 国土交通省 18.5ha ○ 17 26 761

ＪＲ佐原駅 香取市 ○ 19 20 110

河川事務所 国土交通省 7.5ha 11 21 16,650

河川事務所 国土交通省 4ha 11 21 1,300

河川事務所 国土交通省 29.9ha 11 36 1,532

ＰＦＩ事業者 21 21

千葉県 国土交通省 1900m 3,010

小野川 三セク 国土交通省 15

合計 23,363

オープニングイベント 本宿耕地地区

まちづくり活
動推進事業

国道356号改築事業

東関戸踏み切り整備事業

交流施設整備調査事業

小野川沿い街なみ環境整備事業

事業箇所名

小野川水上循環バス運行事業

本宿耕地地区

本宿耕地地区

本宿耕地地区

本宿耕地地区

高規格堤防整備事業

河川防災ステーション整備事業

佐原広域交流拠点備事業

地域創造
支援事業

新宿地区

交付期間内事業期間
規模事業主体 直／間

（参考）事業期間

賑わい空間創出事業

佐原広域交流拠点上下水道事業

住宅市街地
総合整備
事業

事業箇所名事業
細項目

全体事業費

佐原駅舎整備事業

（いずれかに○）

広域交流拠点事業推進調査

まちの賑わい創出事業

本宿耕地地区

所管省庁名
事業期間

佐原駅

佐原駅観光交流センター整備事業・佐原広域交流拠点整備事業

事業活用調
査

事業 規模

本宿耕地

中心市街地

中心市街地

事業主体

新宿地区

交流人口等調査事業

交付期間内事業期間
規模直／間

（参考）事業期間

うち民負担分

86

0

205.0 国費率 0.24

86

交付対象事業費 853 交付限度額

細項目
事業主体事業箇所名事業

うち民負担分





目標 中心市街地への交流人口の拡大から
地域活性化を図り都市再生を目指す。 

代表的 
な指標 

小野川周辺の来街者数    （万人／年） 35.7 （H16年度） → 44 （H23年度） 

広域交流拠点施設利用者数 （万人／年） 0 （H16年度） → 82 （H23年度） 

ＪＲ佐原駅利用者数        （人／日） 1,100 （H16年度） → 1,200 （H23年度） 

■基幹事業 

 佐原駅北口駐輪場整備事業 

■基幹事業 

 佐原駅南口駐輪場整備事業 
○関連事業 

 東関戸踏切整備事業 

○関連事業 

 佐原広域交流拠点整備事業 

■基幹事業 

 佐原広域交流拠点整備事業 

□提案事業 

 佐原広域交流拠点上下水道事業 

 広域交流拠点事業推進調査 

○関連事業 

 交流拠点オープニングイベント 
○関連事業 

 河川防災ステーション整備事業 

 高規格堤防整備事業 

□提案事業 

 賑わい空間創出事業 

○関連事業 

 街なみ環境整備事業 

□提案事業 

 交流施設整備調査事業 

□提案事業 

 交流人口等調査事業 

□提案事業 

 まちの賑わい創出事業 

○関連事業 

 国道３５６号改築工事 

■基幹事業 

 佐原駅観光交流センター整
備事業 

□提案事業 

 佐原駅舎整備事業 

○関連事業 

 小野川水上循環バス運行事業 
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